
国際建設株式会社 ●山梨県甲府市 ●建設業 ●46人

http://www.kokusai-co.com/

▶きっかけ

将来の労働人口減少と、2024年４月から
建設業も残業時間の上限規制対象となる
ことを見据え、働き方改革を含めた健康
経営へと視野を広げ、アブセンティーイ
ズム・プレゼンティーイズムによる労働
損失を抑制することが重要だと考えた。

▶組織体制

災害、感染症発生時の事業継続対応体制及び
指揮命令系統を準用している。産業医、社会
保険労務士、健康づくり担当者、衛生管理者
等で構成する安全衛生委員会を毎月実施し、
健康経営に関する課題の抽出、目標の設定及
び達成状況、改善案の提言を行っている。

▶主な取り組み

❶睡眠時無呼吸症候群（SAS）の影響による「交通事故リスク」「労働災害リスク」「生産性の低下」低減に向け、法人契約する保険会社の「SAS予
兆チェックサービス」を全従業員に発信し、健康管理と健康増進に活用している。
❷屋内全面禁煙を実施し、山梨県の「禁煙・分煙認定施設」の認定を受けている。世界禁煙デーに合わせて禁煙週間を設け、敷地内全面禁煙、禁
煙セミナーを行い、将来的には敷地内全面禁煙とする予定。
❸慢性腎臓病予防の取り組みとして、会社の定期健康診断の項目に「クレアチニン検査」を設定している。
❹山梨県が推進している「やまなししぼるとメニュー例集」に則ったメニュー（減塩・栄養バランス・野菜豊富）を社員食堂で提供している。
❺山梨県で発行している「女性の健康メモ（～女性のがんについて～女性と健康in山梨）」を配布し、女性特有のがん予防の意識を高め、子宮頸が
ん検診の受診勧奨、受診しやすい環境を整えている。

睡眠時無呼吸症候群によるリスク軽減に向けて

健康経営が経営を守る
従業員一人当たりの職責が大きいほど、健康リスクは経営リスクに直結します。

予算や人員が限られても創意工夫を凝らして取り組みを定着させ、効果を挙げた企業がたくさんあります。

ゴリラガードギャランティ株式会社

●宮城県仙台市 ●サービス業 ●97人

https://gorillagg.com/

▶効果・メリット

アイディア一つでほとんどコストのかからない取り組みを作り出せる。
仕事の効率は上がり、病欠する社員は減り、社員の幸福度も上がり、
最終的には会社の利益につながる。健康経営とは大企業だから行う
ものではなく、中小零細企業こそやる価値がある。

▶効果・メリット

有所見者数の減少にはまだ課題山積だが、上記メディアサイトで取
り組みが記事として紹介されたり、「健康経営」という言葉を日頃から
使用することにより、従業員自身の健康への意識付けが図られている。

株式会社セルメスタ

●東京都練馬区 ●卸売業 ●74人

https://www.selmesta.co.jp/

▶主な取り組み

❶YouTubeを使ったエクササイズを「勤務時間」に行うことで、高
い参加率のもとで強めの運動を行うことができるようになった。
❷警備員の食事は、おにぎり、パン、ラーメンといった炭水化物が中心。
そこで、食事の面からのアプローチとして、食べても太りにくいよう、
全社員に難消化性デキストリンを配布。

▶主な取り組み

❶食育セミナーなどを開催し、食の学びと実践を支援する制度や機
会を提供。当初は外部から講師を招いて実施していたが、従業員が
2019年に食育マイスターの資格を取得したため、自前でセミナーを
開催できるようになった。
❷自社で運営しているメディアサイト「健康経営の広場」において、
2020年９月に健康経営の普及啓発イベント「働き方生き方フェス」
を開催した。

▶きっかけ

2008年に幹部社員に就任したとき、社員は全体的に不健康な状態
であった。警備員という仕事は立ち仕事ではあるが運動量は少なく、
食事も炭水化物に偏りがちで、メタボリックシンドロームが目立ち
高血圧等で苦しむ人が多かった。そこで、会社の仲間たちの人生を
より良くするために、少しずつ取り組むようになった。

運動量の少ない警備員の健康を守る
▶きっかけ

平成26年の健診結果有所見者が組合全体平均の67.5％に対して、当
社は従業員の80.6％（５人中に４人の割合）に異常があり、そのうち
86.7％が糖尿病、高血圧、脂質異常症などの生活習慣病が原因だっ
た。経営にとって、生活習慣病などによる長期リタイアといったリ
スクのある従業員が８割もいることは深刻であると認識させられた。

「従業員の８割が有所見者」に愕然
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